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まち・むらの緑を調べよう ●1

まち・むらの緑を調べよう
～葉っぱ博士になろう～

公園や学校の校庭、街路樹などには、どんな木が植えられているか調べ
てみましょう。

樹木が環境をよくする（二酸化炭素を吸収する）はたらきをしているこ
とを確かめてみましょう。

公園や学校の樹木、街路樹などの樹木が私たちのくらしにどんな恵みを
与えてくれているか考えてみましょう。

1 公園や学校の校庭、街路樹など、調べる場
所を決め、ワークシート 1を持って、樹木

を調べに出かけましょう。

2 調べた樹木の全体の様子や葉っぱの形など
を写真に撮ったり、スケッチしたりしま

しょう。

樹木の大きさを調べ、ワークシート 1に記

録しましょう。

3 調べた場所の樹木マップを作りましょう。
＊どんな樹木があったか、よくわかるよ

うに工夫してみましょう。

4 ワークシート 2を使って、樹木がどれくら
い二酸化炭素を吸収しているか計算してみ

ましょう。

5 街の中にある樹木がどんなはたらきをして
いるか、みんなで話し合ってみましょう。

さあはじめよう さあはじめよう さあはじめよう （進め方） 
準　備 

用意するものは
〈調べ活動〉
●ワークシート
●筆記用具　●バインダー
●カメラ
●スケッチのできるもの

〈まとめの活動〉
●マップが作れる紙
（模造紙や画用紙など）
●ワークシート2

●季節：春～秋 ●時間：6時間

高学年程度 



1 自分たちが撮ってきた、樹木全体を写し
た写真と葉っぱを写した写真を使って、

葉っぱ当てクイズをしてみましょう。

葉っぱの形を見て、どの木か当てること

ができるかな？

2 季節を変えて樹木マップを作ってみる
と、落葉樹と常緑樹の違いがよくわかる

でしょう。

3 二酸化炭素を吸収するはたらきについて
もっと詳しく調べてみたい人は、環境省

がやっている「子ども葉っぱ判定士」の

活動に参加してみましょう。

環境省の主催で、「子ども葉っぱ判定士」という事業が行われています。

一つの樹木がどれぐらい二酸化炭素を吸収するかを調べる、木が吸収する二酸

化炭素量と自動車や人が排出量を比べる、家庭から出る二酸化炭素量を調べるな

どの活動を行っています。

詳しいことを知りたい人は、環境省のホームぺージにある子どものページを見

てください。

島根県環境生活部環境政策課に問い合わせても教えてもらえます。

4 秋なら調べた樹木の落ち葉を集めて、堆肥づくりなどに取り組んでみるのもいいで
しょう。

まち・むらの緑を調べよう ●2
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まち・むらの緑を調べよう ●3

● 島根県の公園や学校、街路樹などによく使われている樹木です。形をよく見て名前を

覚えるといいですね。
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資 料 1 樹木の名前を覚えよう！

クロマツ

ケヤキ

ヒラドツツジ

カイヅカイブキ

ニセアカシア

キョウチクトウ

クロガネモチ

イチョウ

アジサイ

ヤマモモ

ハナミズキ

レンギョウ

〈針葉樹〉 〈高木：常緑広葉樹〉

〈高木：落葉広葉樹〉

〈低木：常緑広葉樹〉 〈低木：落葉広葉樹〉
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資 料 2 「子ども葉
は

っぱ判定
はんてい

士
し

」の認定証
にんていしょう

をもらおう！
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出典）平成14年度「こども葉っぱ判定士」事業パンフレットより転載
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資 料 3 身近にある木がどのくらいの二酸化炭素を吸収しているか調べよう

〈表1の記入例〉 

〈表1　調査結果の集計表（ワークシート2）の記入例〉 

〈表2　主な落葉広葉樹と常緑広葉樹〉 

「落葉広葉樹・マツ類」の高
木で 
幹の太さ 5 cmの樹木が 2 本 
幹の太さ10cmの樹木が 5 本 
幹の太さ12cmの樹木が 3 本 

常緑広葉樹・マツ類以外の針
葉樹」の高木で 
幹の太さ 5 cmの樹木が 1 本 
幹の太さ10cmの樹木が 3 本 
幹の太さ12cmの樹木が 2 本 

「中低木」で 
 

幹の太さ 5 cmの樹木が 8 本 
幹の太さ10cmの樹木が10本 
幹の太さ12cmの樹木が 5 本 

アオギリ、アカカエデ、アケビ、アベリア 、アメリカマンサク、イチョウ、イヌ
エンジュ、イヌシデ、イヌブナ、ウメ、ウメモドキ、エゴノキ、エノキ、オオデ
マリ、オオバヤシャブシ、オオベニガシワ、オオヤマザクラ、オニグルミ　など 
カキノキ、カシワ、カリン、カルミヤ、キササゲ、キヅタ、キブシ、キリ、 
ギンカエデ、クヌギ、クリ、ケヤキ、コウゾ、コナラ、コブシ　など 

サトザクラ、サルスベリ、シダレザクラ、シデコブシ、シラカバ、シンジュ、 
スイカズラ、スズカケノキ、センダン、ソメイヨシノ　など 
 
ダイオウグミ、ダンコウバイ、ツルウメモドキ、テウチグルミ、トウカエデ、ト
サミズキ、トチノキ　など 
ナツハゼ、ナンキンハゼ、ニセアカシア、ニワトコ、ヌルデ、ノウゼンカズラ　など 

ハクウンボクハナズオウ、ハルニレ、ハンノキ、ヒメヤシャブ、ポーポーノキ　など 
 
マユミ、ミズキ、ミズナラ、ムクゲ、モミジバフウ、モモ　など 
 
ヤマツツジ、ヤマハギ、ヤマフジ、ヤマウツギ、ウリノキ　など 
 
ライラック、リョウブ、レンギョウ　など 

 
ア行 
 

カ行 
 
 

サ行 
 

タ行 
 

ナ行 

ハ行 
 

マ行 
 

ヤ行 
 

ラ行 

アオキ、アセビ、アラカシ、 
ウバメガシ、オオムラサキ　など 
 
キンモクセイ、クスノキ、 
クロガネモチ、クロモジ　など 
サカキ、サザンカ、サネカズラ、
サンゴジュ、シラカシ、シロダモ、
スダジイ　など 
タイサンボク、タブノキ、タラヨウ、
チャノキ、トウネズミモチ　など 
ニシキギ　など 
ヒイラギナンテン、ヒサカキ、 
ベニカナメモチ　など 
マテバシイ、マルバシャリンバイ、 
マルバユーカリ、ムベ、モッコク　など 
ヤブツバキ、ヤマモモ、ヤツデ、
ユズリハ　など 
ルリヤナギ　など 

主な落葉広葉樹（葉っぱが落ちる） 主な常緑広葉樹（年中葉っぱがある） 

樹木の大きさ 

8 未満 

 8 以上～11未満 

11以上～14未満 

① 2  ×  1 3  ＝  2 6②  

　 5  ×  2 4  ＝  1 2 0  

　 3  ×  3 9  ＝  1 1 7

　 1  ×   8   ＝   8  

　 3  ×  1 6  ＝  4 8  

　 2  ×  2 6  ＝  5 2

　 8   ×  1  ＝   8  

  1 0  ×  4  ＝  4 0  

　 5   ×  8  ＝  4 0

幹の太さ 
（cm） 

種類毎の 
吸 収 量 

（ア） 
  計    　 2 6 3③　（kg/年） 

（イ） 
  計   　  1 0 8　　（kg/年） 

（ウ） 
  計   　    8 8　　（kg/年） 

二 酸 化 炭 素 吸 収 量 の 算 出  
高　　　　　　　木 

落葉広葉樹・マツ類 
（kg/年） 

常緑広葉樹もしくはマツ 
類以外の針葉樹（kg/年） 

中　　低　　木 
（kg/年） 

本数 
（本） 

1本の年間 
吸収量（kg） 

年間吸収量 
の合計（kg） 

本数 
（本） 

1本の年間 
吸収量（kg） 

年間吸収量 
の合計（kg） 

本数 
（本） 

1本の年間 
吸収量（kg） 

年間吸収量 
の合計（kg） 

出典）平成14年度「こども葉っぱ判定士」事業パンフレットより作成 

出典）平成14年度「こども葉っぱ判定士」事業パンフレットより作成 

【ワークシート2の記入の仕方と説明】

〈太枠内の（ア）の求め方〉
1 調べた樹木の本数を①部分に記入する。
2 ①で記入した数字と「一本の年間吸収量（kg）」をかけ算し、②の部分に計算結果
を記入する。

3 ②で記入した「年間吸収量の合計」を全部足しあわせて（ア）の③部分を求める。
4 （イ）と（ウ）も同じ手順で記入する。
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樹木の名前を調べてみよう

調べた日 

場　所 
氏　名 

年　 　月　 　日（　　） 

ワークシート1ワークシート1
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樹木の 
名　前 

写真等 
の番号 

樹木の特徴 
＊絵を入れてもいいですよ。 

葉っぱの形 
＊絵を入れてもいいですよ。 

（No． ）
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ワークシート2ワークシート2 二酸化炭素の吸収量を調べてみよう

樹木の大きさ 

幹の太さ 
（cm） 

種類毎の 
吸 収 量 

（ア） 
計  

（イ） 
計  

（ウ） 
計  

二 酸 化 炭 素 吸 収 量 の 算 出  
高　　　　　　　木 

落葉広葉樹・マツ類 
（kg/年） 

常緑広葉樹もしくはマツ 
類以外の針葉樹（kg/年） 

中　　低　　木 
（kg/年） 

本数 
（本） 

1本の年間 
吸収量（kg） 

年間吸収量 
の合計（kg） 

本数 
（本） 

1本の年間 
吸収量（kg） 

年間吸収量 
の合計（kg） 

本数 
（本） 

1本の年間 
吸収量（kg） 

年間吸収量 
の合計（kg） 

出典）平成14年度「こども葉っぱ判定士」事業パンフレットより作成 

調べた樹木全体が1年間に 
吸収する二酸化炭素の量 

（ア）＋（イ）＋（ウ）＝ 
(kg/年)

（kg/年） （kg/年） （kg/年） 

8 未満 ×　  13＝ 

×　  24＝ 

×　  39＝ 

×　  52＝ 

×　190＝ 

×　390＝ 

×　520＝ 

×　820＝ 

×1,000＝ 

×1,900＝ 

×2,600＝ 

×　　 8＝ 

×　  16＝ 

×　  26＝ 

×　  39＝ 

×　130＝ 

×　240＝ 

×　390＝ 

×　520＝ 

×　820＝ 

×1,300＝ 

×1,900＝ 

×　 1＝ 

×　 4＝ 

×　 8＝ 

×  10＝ 

×  39＝ 

×100＝ 

 8  ～ 11 
以上　   未満 

 
11 ～ 14 
以上　   未満 

 
14 ～ 24 
以上　   未満 

 
24 ～ 39 
以上　   未満 

 
39 ～ 55 
以上　   未満 

 
55 ～ 71 
以上　   未満 

 
71 ～ 86 
以上　   未満 

 
86～110 
以上   　未満 

 
110～141 
以上　   未満 

 
141～　　 
以上　   　　 
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資料3を見て計算してみましょう




